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【緒言】積算型線量計の一種であるガラス線量計には，ラジオフォトルミネッセンス(RPL)現象が

動作原理として用いられている．RPL とは，放射線照射によって新たに形成される発光中心の光

励起によって生じる発光現象である．当該線量計素子として銀添加リン酸塩ガラスが用いられて

おり，放射線に対する感度や化学的耐性の観点に基づいて，組成の最適化がなされている．これ

までに，ガラス組成の変化による RPLの蛍光ピークや熱耐性などの諸物性の変化が報告されてお

り[1]，ガラス構成物質を変化させることにより，用途に応じた線量計開発の実現可能性が示され

ているものの，このような物性変化の機序は不明なままである．本研究では，異なるアルカリ金

属を母材とした銀添加リン酸塩ガラスについて，L3端 X 線吸収微細構造(XAFS)測定を適用して，

銀価数の可変度の母材依存性を調査した． 

【実験】NaPO3を母材とする銀添加ガラス(Na/Ag)及び K(PO3)nを母材とする銀添加ガラス(K/Ag)

を溶融法にて作製し，SAGA-LS にて L3端 XAFS を繰り返し測定した．また，Ag-foil，Ag2O，AgO

をそれぞれ銀の 0，1，2価の標準試料とした． 

【結果と考察】Fig. 1 に Na/Ag における L3端

XAFS を示す．3349 eVと 3353 eVの位置にピ

ークが観測された．3353 eV のピークは Ag2O

標準試料と同じ位置に存在することから，

Na/Ag において Ag+の存在が示唆される．また，

3349 eV のピークは測定回数の増加に伴って強

度が増大した．Fig. 2 に Na/Ag および K/Ag に

おける 3349 eV のピーク強度と、流れた電流値

と流した時間の積であるmA・hの関係を示す．

Na/Ag の方が，低電気量領域におけるピーク強

度の増加率がより大きいことから，K/Ag より

も Na/Agにおいて，X 線照射による銀の価数変

化がより生じやすい事が示唆された． 
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Fig. 1. L3端 XAFS（Na/Ag）． 

 
Fig. 2. 3349 eVのピーク強度と mA・hの関係． 
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